
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和６年度第２回宮古市環境審議会を次のとおり開催しました。 

 

令和６年１０月２８日 

 

宮古市環境審議会 

 

１ 開催日時 

  令和６年１０月１８日（金） 午前１０時００分～午前１１時３０分 

 

２ 開催場所 

  宮古市役所 ４階特別会議室 

 

３ 議題 

  (1) 宮古市環境基本計画（素案）について 

  (2) その他 

 

４ 会議の概要 

  別添のとおり 

 

５ 問い合わせ先 

  エネルギー・環境部部環境課環境係 電話０１９３－６８－９０７８ 



令和６年度第２回宮古市環境審議会 開催結果 

 

 

１ 出 席 者（11 名） 

菅原 省司、関川 實、武内 寛、池田 理恵、盛合 敏子、中居 克広、 

佐々木 真奈美、及川 隆一、高辻 陽介、佐々木 和弘、懸田 節 

２ 欠 席 者（４名） 

  水木 高志、竹谷 八千代、松本 幸枝、西澤 勝美 

３ 事務局出席者（４名） 

エネルギー・環境部長 三上 巧、 

エネルギー・環境部環境課長 松橋 慎太郎、 

エネルギー・環境部環境課環境係長 金澤 美智子、 

エネルギー・環境部環境課脱炭素推進係 上山 凌主事 

４ 傍聴者 

なし 

５ 議事等   

  (1) 宮古市環境基本計画（素案）について 

宮古市環境基本計画（素案）について事務局が資料により説明、質疑 

応答を行った。 



質疑応答内容 

質問・意見 回答 

（委員） 

・現計画の計画策定の目的・背景に記載の

あった計画の構成、基本理念等は素案にな

いが、省略した理由は。 

 

 

・市の概況の宮古市の位置図について、市

の範囲を線で囲うなどして分かりやすく

示した方がいい。また、地図上に宮古市と

記載した方がいいのではないか。 

 

（委員） 

・計画期間は５年程度が一般的といえる

が、６年間とした理由は。 

 

 

 

・現計画と素案の施策体系を比較したと

き、削った施策、あるいは新規施策はある

のか。 

 

（委員） 

・市の概要の位置図に青松葉山自然環境保

全地域、区界高原自然環境保全地域も示し

たほうがいいのでは。 

また、動物の絶滅危惧種の記載はある

が、植物については特定植物群落の記載し

かない。植物についてもＡランクは掲載し

たほうがいいのでは。 

 

（委員） 

・宮古市の特定植物群落のエゾオグルマに

ついて、有識者より絶滅を確認したとの報

告を受けたため、削除してもいいのでは。 

 

 

 

（事務局） 

・計画の構成については、目次で確認可能

であることから割愛した。また、基本理念

は条例の抜粋となっており、付属資料に条

例全文を掲載しているため省略した。 

 

・図の表記等については、視覚的に分かり

やすくするよう検討したい。 

 

 

 

（事務局） 

・昨年度策定した地球温暖化対策実行計画

(区域施策編)の計画期間が令和12年度ま

でとなっており、区域施策編との整合性を

図るため計画期間を合わせたもの。 

 

・重複している施策を統合するなどして、

施策体系をスリム化するように工夫した。 

 

 

（事務局） 

・今後の検討の参考にさせいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・今後の検討の参考にさせいただきます。 

 

 

 

 

 



（委員） 

・施策体系①から⑥については、実際には

市の中のどの担当課が取り組んでいくの

か。 

 

 

（会長） 

・ごみ問題に対する有効な対策を盛り込む

ことはできるのか。 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

・ごみ問題については、広報等の媒体を活

用し、啓発をしたほうがいいのでは。 

 

 

 

 

（委員） 

・可燃ごみの組成割合について、厨芥類と

あるが、生ごみという表記の方がわかりや

すいのでは。 

 

（委員） 

・海洋ごみ問題について、どのような対策

を講じているのか。 

 

 

 

（委員） 

・宮古市の再生可能エネルギーの導入状況

どのくらいなのか。 

 

 

 

（事務局） 

・付属資料の取り組み項目にそれぞれの基

本方針に沿った環境分野別に、市の関係課

がどの取り組みを推進していくのか示し

ている。 

 

（事務局） 

・４Ｒの推進、減量化と資源化を徹底して

も出てしまうごみの適正処理、不法投棄の

防止が主な施策となる。本計画は環境保全

に関する総合的な計画であり、具体的な施

策は、生活課や広域行政組合等の関係課の

取り組みに係る部分となるため、詳細な事

業の記載はしない方向である。 

 

（事務局） 

・今年の４月からプラスチック資源物の分

別方法が変更となった。広報以外の部分で

も地域説明会等を行い、周知活動をしてい

る。担当課と連携を図りながら周知活動を

進めたい。 

 

（事務局） 

・分かりやすい表現に修正したい。 

 

 

 

（事務局） 

・定期的な海水浴場の清掃活動、臨時的な

台風後の流木清掃などを実施している。ま

た、素案には海洋ごみ対策に関する記載が

ないので、盛り込むよう検討したい。 

 

（事務局） 

・現状で再エネ比率は30％程度である。こ

の比率を高めて、エネルギーの地産地消を

推進したい。 

 

 



（委員） 

・現計画と素案で、サンマとサケの漁獲量

のグラフの出典元が異なっており、数値に

相違がある。 

 

 

（委員） 

・清掃活動を毎月実施しているが、ごみの

不法投棄などをよく見かける。不法投棄を

禁ずる注意喚起看板等の設置や対策は、市

の方でも措置を講じてほしい。 

 

（委員） 

・環境問題については、一人一人の取り組

みが大切となる。特に環境教育は子どもへ

の早期の啓発活動など、将来世代に配慮し

た長期的な視点を持って取り組まなけれ

ばならない。 

 

（委員） 

・シカによる農作物被害は深刻であるた

め、森林管理署でも、シカの食害対策を講

じている。市と協力して取り組んでいきた

い。 

 

（委員） 

・施策の推進について、関係課と連携を図

りながら進めるのが難しい傾向があるの

で、関係課と綿密な調整を図りながら取り

組みを推進してほしい。 

 

 

（事務局） 

・現計画で出典元とした海面漁業生産統計

調査が終了となり、最新のデータが得られ

ないため、やむを得ず出典元を変更したも

の。 

 

（←意見） 

 

 

 

 

 

（←意見） 

 

 

 

 

 

 

（←意見） 

 

 

 

 

 

（←意見） 

 

 

 

 


